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イケマ フラ ルイ ペ ネ クス、 ウェン カムイ 

カ パコㇿ  カムイ カ エマカ セコㇿ  ア・イ

ェ。 イケマ ア・クイ ワ シイェイェ クㇽ  エウ

ン ア・エワㇻ  カ キ、 チセ オッタ ア・エワ

ㇻ  カ キ、 ア・レクチ オロワ ア・ラチッケレ 

カ キ。 

イケマは、匂いが強いので、悪い神も流行り病

もそれを嫌がると言われています。イケマをか

んで病人に向かって吹いたり、家の中で吹い

たり、首から下げたりしました。 

知里真志保 ニㇱパ エネ ハウェアニ： 「イケ

マ アナㇰ ネ 『カムイケマ』 ネ ナンコㇿ  セコ

ㇿ  ク・ヤイヌ。 キナ シンリッ 『ケマ』 セコㇿ  

ア・ポロセ ヒ カ アン」。 

知里真志保さんは、次のように言いました：「イ

ケマは、「カムィケマ（神の足）」だろうと思いま

す。草の根は、「そのケマ（草の根）」を言い表

わすこともあります。」 

イケマ アナㇰ ネ 「シンリッ」 ネヤ 「ペヌㇷ゚」 

ネヤ ア・ポロセ ヒ カ アン。 

イケマは、「シンリッ（根）」とか、「ペヌプ（汁を

持つもの）」とか言い表すところもあります。 

シンリチ ア・トゥイェ ヤクン トペヘ チㇰ  ク

ス ペヌㇷ゚ セコㇿ  ア・イェ。 

その根を切ると乳のような汁がしたたるので、

ペヌプ（汁を持つもの）と言われています。 

川上まつ子 カッケマッ エネ ハウェアニ： 

「ク・コㇿ  ハポ コㇺケカㇻ  ヒ タ イケマ タタ 

ワ チセ オッタ エワㇻ  シリ ク・ヌカㇻ  アㇺ

キㇼ 。 ク・ポニ タ、 ク・コㇿ  ハポ アナㇰ

川上まつ子さんは次のように言いました：「うち

のおっかあたち風邪でもひいた時なもんだか、

イケマを刻んで家の中で吹いたりしたのを見た

こ とがある。わしら小さかった頃は、ポンプク

 



ネ、 ポン プクル オㇿ  スㇽク-クスリ ネヤ 

イケマ ネヤ オマレ ワ ク・レクチ オロワ ラ

チッケレ ルウェ ネ。 アシㇰ ネ パ イカㇱマ 

ワン パ、 イワン パ イカㇱマ ワン パ ク・

ネ ヒ パㇰ ノ、 ネワアンペ ラチッケレ ルウ

ェ ネ。 イケマ、 スㇽククスリ ハコ （棺おけ） 

オㇿ  ア・オマレ ヒ タ、 アナンシㇼ  コㇿ  ポ

ン プクル オㇿ  ア・オマレ ルウェ ネ。" 

ル（pon pukuru 小袋）さ、おっかあが、スルクク

スリ（surkukusuri ショウブ）とかイケマとか入れ

て、首から下げらしてくれたもんだ。15、6頃ま

で、それ首に下げらしたもんであったよ。イケ

マやスルククスリは、ハコ オロ アオマレ（棺

桶に入れる）したら、アナンシリ（死者）持ってい

くポン プクルだの入れてしまった。」 

イケマ ア・マ カ キ、 ア・スウェ カ キ カネ 

ア・エ コㇿ カ、 ルウェアㇱケペッ パㇰ ノ ア

ン ペ トゥㇷ゚ ア・エ ヤクン イヨㇱキ・アン ク

ス、 ヤイトゥパレ セコㇿ  ア・イェ。 ポロ ヒケ 

5ｃｍ パㇰ ノ ルウェ ワ 50ｃｍ パㇰ ノ タン

ネ ルウェ ネ。 

イケマを焼いたり、煮たりして、食べましたが、

親指くらいものを２つも食べると中毒を起こした

ので、警戒したと言われています。大きいもの

は、5cmほどに太くなり、50cm くらい長くなりま

す。 

青木愛子 カッケマッ エネ ハウェアニ： 「フ

チ イケマ マ ワ クンネレ ワ エ シリ ク・ヌ

カㇻ  アㇺキㇼ 。 フチ アナㇰ 、 『タンペ クス

リ ネ ケ ヤクン、 ネイ タ パㇰ ノ ク・イワン

ケ』 セコㇿ  イェ。」 

青木愛子さんは次のように言いました：「老婆

がイケマの根塊を黒く焼いてかじっているのを

見たことがあります。老人は長生きのための

薬だと言っていました。」 

萱野茂のアイヌ語辞典 オッタ エネ カンピヌ

イェ ヒ： 「イケマ ア・マ ワ ア・エ ヒ タ エイ

タサ ア・エ コㇿ  クス イヨㇱキ・アン ワ ア・

エコチャ クニネ アン コㇿ  ア・エコッ ペ ネ 

ヤㇰ  ア・イェ。」 

萱野茂のアイヌ語辞典には、次のように書か

れています：「イケマを焼いて食べる時、あまり

多く食べるとそれによって酔っぱらったようにな

り、ふらふらして、時にはそれで死ぬこともある

そうだ。」 

ネ スㇽク モトホ シナンコトキシン セコㇿ  

ア・イェ ㇷ゚ ネ ハウェ ネ。 ネワアンペ ア・ク 

コㇿ 、 クス サンペ ピㇼ カ ㇷ゚ ネ ヤㇰ  ア・

イェ。 オロワノ、 クス ピㇼ カノ オクイマ・ア

ン ペ ネ ヤㇰ  ア・イェ。 

この毒の元は、シナンコトキシンといわれるも

のだそうです。これは、飲むと心臓がよくなるも

のだと言われています。また、それでうまくおし

っこをするものだと言われています。 

イケマ アナㇰ ネ 「Cynanchum caudatum（クュ

ナンクム カウダトゥム）」 セコㇿ  学名 アン。 

「Cynanchum （クュナンクム）」 イタㇰ イペ ア

ナㇰ  「セタ ライケ ㇷ゚」 ネ。 シサㇺ  オッタ 

イケマ （カモメヅル属、ガガイモ科） セコン 

レ アン。 

イケマは、「Cynanchum caudatum（クュナンク

ム カウダトゥム）」という学名です。

「Cynanchum （クュナンクム）」のことばの意味

は、「犬を殺すもの」です。日本ではイケマ（カ

モメヅル属、ガガイモ科）という名前です。 

イケマ アナㇰ  ヤワニ （南千島）、 アイヌモ

シㇼ  （北海道）、 日本、 中国 オㇿ  ウㇱ  

ペ ネ。 キㇺ  ウン ウㇱ  ペ ネ ワ、 プンカ

ㇻ  ネ ルウェ ネ。 7、 8 チュㇷ゚ オッタ ノン

ノ オ ワ 8、 9 チュㇷ゚ オッタ ヌムㇱ  ルウェ 

ネ。 

イケマは、ヤワニ（南千島）やアイヌモシリ（北

海道）、日本、中国にも生えているものです。

山に生えるもので、ツタになります。７、８月に

花が咲き、８、９月に実がなります。 

「知里真志保 分類アイヌ語辞典」 オッタ エ

ネ カンピヌイェ ヒ： 

「知里真志保 分類アイヌ語辞典」には、こう書

かれています： 

イケマ アナㇰ  ア・ホニヒ アㇻ カ ヒ タ ポン

ノ ア・クイ ワ ア・ク ㇷ゚ ネ ルウェ ネ。 

イケマは、お腹が痛い時に、少し噛んで飲んだ

ものです。 

  



ア・サパハ アㇻ カ ヒ タ ア・マ ワ センカリ 

アニ ア・コカリ ワ ア・エパヌ ルウェ ネ。 

頭が痛い時は、焼いて布に包んで、頭に巻き

ました。 

シㇰ  シイェイェ ア・ピㇼ カレ クニ ホッケ・ア

ン エトㇰ  タ ア・クイ ワ ア・シッカプフ カシ 

ア・ウシ ルウェ ネ。 

目の病気を直すのに、寝る前に噛んで、まぶ

たにつけました。 

ア・ポㇷ゚テ ワ ウウェ ヌプㇽ  コㇿ  オロワノ、 

ア・ピリヒ ア・フライェ ヤクン イェヌ カ ソモ 

キ。 

煎じて煮出し汁を濃くして、それから、傷を洗う

と、化膿しませんでした。 

ア・ニマキ アㇻ カ ヒ タ ネワアンペ ア・クイ 

ルウェ ネ。 

歯が痛む時は、これを噛みました。 

ペポロ （美幌） オッタ ピイェ クㇽカ ウㇱ  

ワタ ア・ウイナ ワ、 ネオロ カ ア・ピロ ヒ 

タ クスリ ネ ア・カㇻ 。 

美幌では種の表面に付いている綿を取って、

どこかが傷ついた時に薬にしました。 

 

シサㇺ  オッタ、 サッ イケマ 牛皮消根 セコ

ㇿ  ア・イェ ㇷ゚ ネ ワ、 ウネノ クスリ ネ ア・

カㇻ  ペ ネ。 

日本では、乾いたイケマは、牛皮消根（ごひし

ょうこん）と言われるもので、同じように薬にす

るものです。 

イケマ オルン、 プレグナン配糖体、キナンコ

サイド C2 セコㇿ  ア・イェ ㇷ゚ アン。 ネワアン

ペ アナㇰ ネ、 抗腫瘍性 カ 免疫増強作用 

カ コㇿ  ペ ネ、 セコㇿ  イェ クㇽ  アン。 

イケマの中にプレグナン配糖体、キナンコサイ

ドＣ２と言われるものがあります。これは、抗腫

瘍性や免疫増強作用もあるものだと言う人が

います。 

  

 

アイヌタイムズをご購入していただける方がお知り合いでいらっしゃいましたら、お声をかけてい

ただけると大変うれしく思います。 
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注）アイヌタイムズの版権は、アイヌ語ペンクラブにあります。 
 
注）1. 赤字は、アイヌ語です。 
2. 赤字のイタリック文字は、主に日本語由来のアイヌ語外来語です。 

  

 


